「ゲール人族長達の逃走」とルーヴェン、ローマのアイリッシュ・カレッジ by 堀江 洋文






 アイルランドからの移民と言えば、一般には 1845 年のジャガイモ飢饉（An Gorta Mór）後
に起こった大規模な海外移住を想起することが多いし、アイルランド史でもこの時期は歴史の
大きな転換期であった。また、今日一般にワイルド・ギースと呼ばれるアイルランド移民は、
1689 年から 91 年にかけて戦われたウィリアマイト戦争及びその終戦協定であるリメリック条
約の結果生み出された戦後処理に起因する。同戦争でカトリック王ジェームズ 2 世の下で戦い、
敗北後ヨーロッパ大陸に渡ったジャコバイト軍の多くは、後に「ワイルド・ギースの逃走」
（Flight of the Wild Geese）と称されるようになるが、彼等は特にヨーロッパ大陸の外国軍で
傭兵として働いている。1) このジャコバイト軍の傭兵志願は、史上最大規模のアイルランド軍
人の海外移動であった。しかし、アイルランドからの移民は既に 16 世紀から始まっており、













享受できることを意味していた。3) 本稿では、1603 年まで続いた九年戦争後、1607 年にアイ
                                                          
1) 彼等はスペインやフランスのみならず、神聖ローマ帝国とオーストリア、さらにはデンマーク、スウェー
デン、ポーランド、ロシアの軍に加わって戦っている。詳細は、George B. Clark, Irish Soldiers in Europe 
(Blackrock, 2010) を参照。 
2) Thomas O’Connor, ‘Ireland and Europe, 1580-1815: some historical remarks’ in Thomas O’Connor, 
ed., The Irish in Europe, 1580-1815 (Dublin, 2001), pp. 10-11. 
3) John J. Silke, ‘Irish Scholarship and the Renaissance, 1580-1673’, Studies in the Renaissance, vol. 
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ルランド北部アルスターを逃れたゲール人族長達との関係が深く、ルーヴェン（現在のベルギー
にある町）とローマでそれぞれ活躍した 2 人のフランシスコ会宗教指導者に焦点を合わせて、
17 世紀前半の上記 2 都市でのアイルランド人コミュニティ―の状況について解説する。 


























                                                                                                                                                       
20 (1973), p.185. 
4) ホワイトハウス声明 ‘President D.J. Trump Proclaims March 2017 as Irish-American Heritage 
Month’参照。 
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ウォーターフォードでワディングとマハーは、両者ともそれぞれ 17 世紀初めと 19 世紀半ばに
この町を離れヨーロッパとアメリカ大陸で活躍した人物であるが、今も町の英雄として尊敬さ
れている。トランプ大統領の声明文もあり、今年のセント・パトリックの祝日期間中は、ウォー


























                                                          
5) オールド・イングリッシュは 12 世紀にアイルランドに侵攻したノルマン人の子孫であるが、ゲール人と
の結婚等によって、アイルランド人以上にアイルランド的である（Hibernis ipsis Hiberniores）と言われ









































ヒュ ・ーオニール（Hugh O’Neill, Earl of Tyrone）やドニゴールのヒュ ・ーロ ・ーオドネル（Hugh 





しかし、スペインを例にとると、英仏蘭との３方面での作戦を強いられ、1596 年に治世 3 度
目の国家財政破綻を宣言したフェリペ 2 世にとっては、もはやアイルランド支援の国力はな
かったと言ってよい。6) 但し、同じく 96 年に、後にそのアイルランドでの軍事対応の不始末で
                                                          
6) 収支のバランスが全く無視されていたカスティージャ財務行政については、拙稿「スペイン王フェリペ
2 世の対外政策」『専修大学人文科学研究所月報』第 215 号及び「ルイ・ゴメス・デ・シルバと 16 世紀カ
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処刑されるがこの頃はまだエリザベス 1 世の寵臣であった第 2 代エセックス伯（Robert 
Devereux, 2nd earl of Essex）がエフィンガム卿とスペイン南部のカディス市を攻撃すると、
フェリペ 2 世も第 2 次、第 3 次のスペイン艦隊派遣とアイルランド支援を本格化させようとす
る。しかし、イングランドへの艦隊派遣は嵐に阻まれ失敗に終わる。 
フェリペ 2 世は 98 年に死去するが、その後を継いだフェリペ 3 世は寵臣レルマ公（duque de 
Lerma）を重用し、カトリック世界の失地回復という大義名分でアイルランド支援を行うより
は、より現実的な外交政策を踏襲し、イングランドとの間の勢力バランスを維持する方向に政






















                                                                                                                                                       
スティージャ政治機構」『専修大学社会科学研究所月報』no. 555、A.W. Lovett, ‘The Castilian Bankruptcy 
of 1575’, Historical Journal, 23, 4 (1980) を参照。 
7) この時期の詳細は、拙稿「宗教改革後のアイルランドとヨーロッパ」『思想』No. 1063、岩波書店を参照
されたい。 
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ゲール人族長達の大陸への逃走は、キンセールの戦いとその戦後処理に起因する。死去直前
の 1603 年にエリザベス 1 世は、エセックス伯を継いでアイルランド総督に就任したマウント

























ス・コンリー（Florence Conry、ゲール語では Flaithrí Ó Maolchonaire）とルーク・ワディ
                                                          
8) Raymond Gillespie, ‘After the Flight: the Plantation of Ulster’, History Ireland, vol. 15, issue 4 
(Jul/Aug 2007). 
9) キンセールの戦いの重大な局面でオカハンがオニール陣営を離脱したことや、土地の所有を巡るオカハ
ンとの法的紛争が、オニールの大陸逃避の決断を早めた要因の 1 つとも言われている。John McGurk, ‘The 
Flight of the Earls: escape or strategic regrouping?’, History Ireland, vol. 15, issue 4 (Jul/Aug 2007). 










ヴァン・ベアーレ（Donal O’Sullivan Beare）の一族がいる。12) また、サンチャゴ・デ・コン
ポステーラには、1605 年にカトリック僧侶養成のためのアイリッシュ・カレッジも創設される。
オドネルは、ア・コルーニャからバリャドリードのフェリペ 3 世に謁見し、アイルランド侵攻
                                                          
10) コンリーが設立に尽力したセント・アンソニー・カレッジについては、Benjamin Hazard, Faith and 
Patronage: The political career of Flaithrí Ó Maolchonaire, c. 1560-1629 (Dublin, 2009), pp. 127-65 を
参照。アイルランド人カトリック教徒は、1570 年代以降は大学教育をオックスブリッジに代わってヨー
ロッパ大陸の大学で受ける傾向が顕著で、このことはアイルランド総督にとっても憂慮すべき状況であり、
エリザベス 1 世にも報告がなされている。Bernadette Cunningham, ‘The Culture and Ideology of Irish 
Franciscan Historians at Louvain’ in Ciaran Brady, ed., Ideology and the Historians (Dublin, 1991), pp. 
15-6. 元々ルーヴェンには 1425 年創立のルーヴェン大学があり、ネーデルランドのプロテスタント地域と
の境に近いこともあり、この大学は対抗宗教改革にとって重要な教育機関となっていた。印刷業の中心地
アントワープへの近さも、出版重視のアイルランド人僧侶の訓練場所としては理想的な場所であった。1614
年にはカレッジにゲール語の印刷機が設置されている。Karin Schüller, Die Beziehungen zwischen 












なかった。John McCafferty, ‘When reformations collide’ in Allan I. Macinnes and Jane Ohlmeyer, eds., 
The Stuart Kingdoms in the Seventeenth Century: Awkward Neighbours (Dublin, 2002), pp. 186-7. 
11) 英語の’the flight of the earls’を邦訳すれば「伯爵たちの逃亡」であるが、伯爵という訳はアングリシ
ズムのきらいがあり、当時のゲール人指導者を表す表現としては、たとえ彼等のタイトルに earl が付けら
れていたとしても、彼等を取り巻く環境からして「族長」の訳が適切である。 
12) Ciaran O’Scea, ‘The significance and legacy of Spanish intervention in west Munster during the 
battle of Kinsale’, in Thomas O’Connor & Mary Ann Lyons, eds., Irish Migrants in Europe after 
Kinsale, 1602-1820 (Dublin, 2003), pp. 32-63. ドナル・オサリバンの甥フィリップ・オサリバン・ベアー
レは、イングランドのアイルランド支配の不当性を主張するに当たり、先述のサラマンカ学派のフランシ
スコ・スアレスの自然法の概念を適用したと言われている。詳細は、Clare Carroll, ‘Custom and law in the 
philosophy of Suárez and in the histories of O’Sullivan Beare, Céitinn and Ó Cléirigh’, in O’Connor, ed., 
The Irish in Europe, 1580-1815, pp. 65-78. 
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に対する支援を要請する。しかし、1602 年にバリャドリード再訪の途中二重スパイであった
ジェームズ・ブレイク（James ‘Spanish’ Blake）によって毒殺され、近くのシマンカス城に葬
られた。シマンカス城は、今日スペイン国立文書館（Archivo General de Simancas）となっ
ておりスペイン史研究者にとっては聖地の一つである。ところで、ヒュー・ロー・オドネルの
死後、オドネル一族は彼の弟である先述の第 2 代ティアコネル伯ローリー・オドネルに率いら
れることとなる。そしてローリー・オドネルこそ、ヒュー・オニールとともに 1607 年 9 月に
ドニゴールの港から大陸を目指して逃亡した「伯爵たちの逃亡」の主導者の一人である。 
 オニールやオドネルの一族、さらには同じくゲール人指導者であったマグアイア
（Cuchonnacht Maguire）等の大陸への逃走劇については、タイグ・オ・キアナン（Tadhg Ó 






諸問題を簡潔に描写している。この文書は、1607 年から 1608 年 11 月までの族長達一行の旅
路とその結末を描写しているのであるが、様々な経緯を経て現在この文書は、ユニヴァーシ
ティ・カレッジ・ダブリン（University College Dublin, UCD）のミホ・オクレイリ研究所
（Mícheál Ó Cléirigh Institute、実際には UCD Archives で保管）に、後述するルーク・ワディ
ング文書（Luke Wadding Papers）とともに所蔵されている。13) オ・キアナンは「伯爵たちの
                                                          
13) 今回「伯爵たちの逃走」やルーク・ワディング文書等 Mícheál Ó Cléirigh Institute 所蔵の文書の検索
については、同研究所長でユニヴァーシティ・カレッジ・ダブリン（UCD）歴史学科教授のジョン・マカ
ファティー（John McCafferty）博士の協力を得た。前者の文書は、ダブリン市南海岸の海岸線に位置す
るキリニーにあるフランシスコ会図書館から UCD に移されたもので、現在は UCD アーカイヴの
UCD-OFM 21 The diary of the 1607/08 ‘Flight of the Earls’で参照できる（OFM は Ordo Fratrum 
Minorum, Order of Friars Minor のことで、フランシスコ会を指す）。「伯爵たちの逃走」のデジタル英訳
版としては、アイルランド南部のコーク市にあるユニヴァーシティ・カレッジ・コーク（University College 
Cork, UCC ） 作 製 の 電 子 テ キ ス ト 版 で あ る 次 の サ イ ト で 読 む こ と が で き る
（http://www.ucc.ie/celt/online/T100070/index.html)。この文書はオ・キアナンがローマで執筆したと考
えられ、その後ジョン・マックコルガンによってルーヴェンに移され、その 100 年後の 1793 年に再度ロー
マのサン・イシドロ修道院に戻されている。フランス革命の影響を受けた 1798 年のローマ共和国の時代に
何とか破損を免れた文書は、イタリア統一後の 1872 年にサン・イシドロの将来に不安があったため、ダブ
リンのフランシスコ会僧院で保管され、1946 年には上記キリニーに移管されている。Nollaig Ó Muraíle, 
‘Tadhg Ó Cianáin’s account of the exile itinerary of the Ulster chiefs, 1607-8’, History Ireland, vol. 15, 
issue 4 (Jul/Aug 2007). ワディング文書については、C Manuscripts（大陸のフランシスコ会アイリッ
シュ・カレッジの文書の一部）を中心に調査した。Mícheál Ó Cléirigh Institute は UCD と OFM のパー
トナーシップが設置の基礎となっており、Irish Franciscan Archive の UCD への移転による文書の整理と
管理が研究所業務の中心を占める。研究所には、17 世紀のルーヴェンに設立されたアイリッシュ・カレッ
ジであるセント・アンソニー・カレッジに研究の焦点を合わせた Franciscan Historic Library Project や、
ローマのフランシスコ会のアイリッシュ・カレッジであったサン・イシドロ・カレッジ（St Isidore’s College）






















                                                                                                                                                       
に起源を持つアーカイヴとルーク・ワディングを研究する Luke Wadding Papers 等の研究プロジェクト・
チームがある。本稿では、フロレンス・コンリーの関連でセント・アンソニー・カレッジを、ルーク・ワ
ディングの関連でサン・イシドロ・カレッジを取り上げる。ミホ・オクレイリ（Mícheál Ó Cléirigh。Michael 
O’Clery とも呼ばれる）は、ルーヴェンを拠点としたアイルランドの年代史家で The Annals of the Four 
Masters（The Annals of the Kingdom of Ireland）の執筆で有名である。彼が 4 人のマスターの中心人物
として編纂に活躍する。この書は聖書の洪水伝説から 1616 年までの約 4500 年間の歴史叙述であるが、中
世アイルランドの王や領主、教会人を記録した言わばアイルランド国史（national history）である。Nollaig 
Ó Muraíle, ed., Mícheál Ó Cléirigh, his associates and St Anthony’s College Louvain (Dublin. 2008) を
参照。但し、単にゲール人の伝統の歴史描写だけでなく、対抗宗教改革の精神が織り込まれており、アイ
ルランドをヨーロッパのカトリック社会に紹介しようとする気概が読み取れる。Cunningham, ‘The 
Culture and Ideology of Irish Franciscan Historians at Louvain’ , pp. 16-7. 
14) Clare Carroll, ‘Turas na nIarladh as Éire: international travel and national identity in Ó Cianáin’s 
narrative’, History Ireland, vol. 15, issue 4 (Jul/Aug 2007). セント・アンソニー・カレッジの僧侶を主た
る読者と想定して書かれたオ・キアナンのこの文書は、その他に対抗宗教改革を賛美する目的もあったと
の見解もある。Micheál Mac Craith, ‘An Irishman’s Diary: Aspects of Tadhg Ó Cianáin’s Rome’, p. 4 
(https://www.academia.edu/3741192). 
15) イングランド王位に就いて以来比較的穏健な対応を見せていたジェームズ 1 世の心情に、カトリック教
徒に対する反発が生まれたとしたら、その 1 つの要因としては、1605 年にカトリック過激派のガイ・フォー
クスによって企てられた政府転覆の試みである火薬陰謀事件（Gunpowder Plot）が挙げられよう。 






















                                                          
16) Mary Ann Lyons, Franco-Irish Relations, 1500-1610, Politics, Migration and Trade (Woodbridge, 
2003), p. 190. 
17) Liam Swords, The Flight of the Earls: A Popular History (Blackrock, 2016 hardback ed.), pp. 42-5. 
18) ドゥエーのイングリッシュ・カレッジは、おそらく対抗宗教改革が創り出した最高のカレッジであり、
それに近いレベルのアイリッシュ・カレッジは、ルーヴェンのセント・アンソニー・カレッジであったと
言われる。Silke, ‘Irish Scholarship and the Renaissance, 1580-1673’, pp. 187-8. ドゥエーのイングリッ
シュ・カレッジは、大陸の他のイングリッシュ・カレッジの母親的存在であったとの指摘もあるが、その




Guilday, The English Catholic Refugees on the Continent 1558-1795 (London, 1914), vol. 1 (The 
English Colleges and Convents in the Catholic Low Countries, 1558-1795), pp. 63-120. 
19) フランドルのアイルランド連隊は、スペイン王フェリペ 2 世の娘婿オーストリア大公アルブレヒトの下
で創設された。但し、当時のアイルランド連隊は各司令官の名前が冠され、後にブルボン家のスペイン統
治になってから 3 つの連隊からなる単一のアイルランド旅団（Irish Brigade）が編成された。Moisés 
Enrique Rodríguez, ‘The Spanish Habsburgs and their Irish Soldiers (1587-1700), Irish Migration 
Studies in Latin America, vol. 5, no. 2 (July, 2007), pp. 125-30. 






























                                                          
20) アンドレア・ドーリアについては、Pierangelo Campodonico, Andrea Doria (Genova, 1997) を参照。
ドーリア家は後述するインノケンティウス 10 世を輩出したパンフィーリ家と一部融合するが、ローマの
ドーリア・パンフィーリ宮殿（美術館）で当時の栄華を垣間見ることができる。 






























                                                          
21) Óscar Recio Morales, ‘What if the earls had landed in Spain? The 1607 flight in the Spanish 
context’. (https://www.academia.edu/395575) 
22) Swords, The Flight of the Earls, pp. 55-69. 





























                                                          




を指揮した人物として知られる。Ernan McMullin, ‘Galileo and Peter Lombard’, History Ireland, vol. 15, 
issue 4 (Jul/Aug 2007). 









イン・モントーリオ教会（Chiesa di San 



















                                                          
24) テヴェレ川の対岸のトラステヴェレ地区の丘に建ち 15 世紀以来フランシスコ会が管理をしているサ
ン・ピエトロ・イン・モントーリオ教会は、名目上ローマにおけるゲール人族長達の後援者であるフェリ
ペ 3 世によって保護されている教会であるが故に、ゲール人との関連が生まれたと考えられる。Elizabeth 
FitzPatrick, ‘San Pietro in Montorio, burial-place of the exiled Irish in Rome, 1608-1623’, History 
Ireland, vol. 15, issue 4 (Jul/Aug 2007). 















































                                                          
26) Enrique García Hernán et al., eds., Irlanda y la Monarquía Hispánica: Kinsale 1601-2001. Guerra, 
Política, Exilio y Religión (Madrid, 2002), pp. 54-5. 
27) Enrique Garcia Hernán, Ireland and Spain in the Reign of Philip II (Dublin, 2009), pp. 346-49; 
Thomas J. Morrissey S.J., James Archer of Kilkenny: An Elizabethan Jesuit (Dublin, 1979), pp. 36-40. 
イエズス会士であるトマス・モリズィーの状況描写がイエズス会をやや贔屓目に見ていることは否めない。 
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スペイン語呼称）は、第 4 代ガンディア公の身分を捨てイエズス会に入会し後に第 3 代イエズ
ス会総長となっているが、彼はロヨラが 1551 年に設立し後にグレゴリアン大学となるローマ 
                                                          
28) John McCafferty, ‘Leuven as a centre for Irish religious, academic and political thought’ in Éamonn 
MacAodha & Aileen Murray, eds., Ireland and Belgium: Past Connections and Continuing Ties 
(Department of Foreign Affairs and Trade, Embassy of Ireland to the Kingdom of Belgium, 2014). この
ようなセント・アンソニー・カレッジとアイルランド連隊との繋がりは、カレッジからの従軍牧師派遣で
も確認できる。コンリーの同僚ヒュ ・ーマクカフウェル（Hugh McCaghwell）に始まるこのような派遣は、
17 世紀を通じて行われている。Cunningham, ‘The Culture and Ideology of Irish Franciscan Historians 
at Louvain’ , pp. 15-6.  
29) Stanislaw Obirek, ‘Jesuits in Poland and eastern Europe’ in Thomas Worcester, ed., The 
Cambridge Companion to the Jesuits (Cambridge, 2008), pp. 136-42. 
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学院（コレッジオ・ロマーノ Collegio Romano）に資金援助をしている。30) このように、フラ
ンシスコ会とイエズス会双方とも、コンリーやワディングの時代にローマにおいて活発な活動
を続けていたが、後述するように両修道会のライバル関係がローマのアイリッシュ・カレッジ








                                                          
30) 他の修道会と比べ、宣教のためには他宗教に対し寛容と言われたイエズス会は、ユダヤ教起源のキリス
ト教徒（所謂コンベルソ）に対しても 1540 年の創設以来 30 年間程は寛容策を維持した。フランシスコ・
ボルハにはロヨラ以上にその傾向が強かった。Robert A. Maryks, ‘Jesuits of Jewish Ancestry under 
Francisco de Borja’s Generalate’ in Enrique García Hernán & María del Pilar Ryan, eds., Francisco de 
Borja y su Tiempo (Valencia, Roma, 2011), pp. 189-97. 教皇アレクサンデル 6 世の息子には、フランシ
ス・ボルハの祖父に当たるフアンの他に、マキャベリズムの具現化として我が国でも良く知られるチェー
ザレ・ボルジアがいた。 
31) 諸修道会の中で最初にローマを活動の拠点としたのはイエズス会であった。詳細は、Paul V. Murphy, 
‘Jesuit Rome and Italy’ in Worcester, ed., The Cambridge Companion to the Jesuits , pp. 71-87. 
32) Karin Schüller, ‘Irish Migrant Networks and Rivalries in Spain, 1575-1659’, in O’Connor & Lyons, 










































                                                          
33) Leonard Boyle O.P., A Short Guide to St Clement’s, Rome (Rome, 1963), p. 14. 
34) Declan M. Downey, ‘A Salamancan Who Evaded the Inquisition: Florence Conry, Pro-Habsburg 
Archbishop, Diplomat and Controversial Theologian (c. 1560-1629), in Declan M. Downey and Julio 
Crespo MacLennan, eds., Spanish-Irish Relations through the Ages (Dublin, 2008), p. 90. 




― 29 ― 





























                                                          
36) コンリーはスペイン王に対して、アイルランド征服方法についても助言を行っている。UCD-OFM 
C11B(2). 
37) ジャンセニスムの詳細は、Thomas O’Connor, Irish Jansenists, 1600-70: Religion and Politics in 
Flanders, France, Ireland and Rome (Dublin, 2008) を参照。 






















                                                          
38) Albert McDonnell, ed., Collegium Hibernorum de Urbe: The Irish College, Rome 1628-1678: An 
early manuscript account of the foundation and development of the Ludovisian College of the Irish in 
Rome (Rome, 2003), pp. 28-9.（以後 The Irish College, Rome 1628-1678 と略記） 
39) イエズス会とフランシスコ会の「恩寵論争」は、ルイス・デ・モリナ（Luis de Molina）とドミンゴ・
バニェス（Domingo Bañez）の間の論争が有名である。モリナと同じくイエズス会に属する先述のフラン
シスコ・スアレスは、モリナ主義を修正し合宣論（congruism）を提唱するが、自由意志擁護は変わらず、
結局恩寵論争は、ローマでクレメンス 8 世が 1598 年に召集した恩寵問題特別会議に委ねられる。結局、
イエズス会がドミニコ会をカルヴィニストと呼ぶこと、後者が前者をペラギウス主義者と呼ぶこと（即ち、
双方を異端と呼び合うこと）は禁止されたが、双方とも自分達の考えを主張し続けることは許容された。
Frederick Copleston, A History of Philosophy, vol. 3, part II, pp. 160-3. 
40) Terry Clavin, ‘Florence Conry’, in H.C.G. Matthew & Brian Harrison, eds., Oxford Dictionary of 
National Biography (Oxford, 2004), vol. 12, pp. 996-8; Edel Bhreathnach, Joseph MacMahon OFM & 
John McCafferty, eds., The Irish Franciscans 1534-1990 (Dublin, 2009), pp. 202, 209-12. 
41) マクカフウェルと同じ頃にアイルランド国教会のアーマー大主教に就任したのがジェームズ・アッ
シャ （ーJames Ussher）である。今日では創造科学を彷彿させる天地創造紀元前 4004 年説で知られるアッ
シャーであるが、当時はアイルランドで当代一流のプロテスタント学者として知られ、トリニティ・カレッ
ジ・ダブリンの神学教授も務めた。彼は、カルヴァン主義に傾倒しながら反カトリックの姿勢を強く打ち
出していた。詳細は、Alan Ford, James Ussher: Theology, History, and Politics in Early-Modern Ireland 
and England (Oxford, 2007) を参照。 






フィカル・アイリッシュ・カレッジ Pontifical Irish College の前身）の創設に協力している。43)  
ところで、スコトゥスは「無原罪の御宿り」の教えの形成で最も重要な人物であるが、この
教えは 13 世紀から議論に上っており、17 世紀はそれについて最も議論が沸騰した時期である。
一般にフランシスコ会はこの教えに賛同し、一方ドミニコ会は、トマス・アクィナスの言説に
従ってスコトゥスの教えには反対の立場を明確にしていた。44) この古くからある論争は、スペ
                                                          




が、1948 年に当時の教皇ピウス 12 世によって与えられたポンティフィカルの地位は特別である。今日ポ
ンティフィカル・アイリッシュ・カレッジの 1 階ホールにはルドヴィシとワディングの両者の胸像が置か
れている。 
44) ルーヴェンで哲学を教えていたパトリック・フレミングは、プラハに派遣され 1629 年にフランシスコ
会のアイリッシュ・カレッジを創設しているが、このカレッジはフランシスコ会に相応しく The Irish 
Franciscan College of the Immaculate Conception of the Virgin Mary と名付けられた。このカレッジや
プラハのフランシスコ会についての詳細は、Jan Pařez, ‘The Irish Franciscans in seventeenth- and 
eighteenth-century Prague’ in O’Connor & Lyons, eds., Irish Migrants in Europe after Kinsale, pp. 














― 32 ― 




















                                                                                                                                                       
Franciscans in Prague, 1620-1786’, in Ibid., pp. 118-34; Jan Pařez & Hedvika Kucharová, The Irish 




ある。プラハのカレッジは、急進的改革で知られる神聖ローマ皇帝ヨーゼフ 2 世の時代の 1786 年に閉鎖
に追い込まれ、1790 年代にはルーヴェンのカレッジにも、フランス革命の足音が着々と迫っていた。ルー
ヴェンを中心とした３校のネットワークについては、Mary Ann Lyons, ‘The role of St Anthony’s College, 
Louvain in establishing the Irish Franciscan college network, 1607-60’ in Bhreathnach, MacMahon & 
McCafferty, eds., The Irish Franciscans も参考になる。 
45) Óscar Recio Morales, Ireland and the Spanish Empire 1600-1825 (Dublin, 2010), p. 59. 
46) ‘“Pious Opinion”: the Irish Franciscans and the Immaculate Conception’, Irish Philosophy (8 Dec., 
2016). 次のサイトを参照（http://www.irishphilosophy.com/2016/12/08/pious-opinion）．パウルス 5 世は 
あらゆる教義の宣言に反対のようであり、フェリペ 3 世の優柔不断さもあり教義としての承認は見送られ
た。Manuel de Castro, ‘Antonio de Trejo y Paniagua’ in Quintin Aldea Vaquero et al. eds., Diccionario de 
Historia Eclesiastica de España, p. 2592. 日本二十六聖人の列聖でも知られるピウス 9 世は、第 1 バチカ
ン公会議で教皇不可謬説を提唱し採択されるが、勅令によって定められた教義を復古カトリック教会は認
めていない。 
47) Hazard, Faith and Patronage, p. 127; Thomas O’Connor, ‘Luke Wadding’s networks at home and 
abroad’, in Keogh & McDonnell, The Irish College, Rome, and Its World (Dublin, 2008), p. 16. 
― 33 ― 
年のアイルランド反乱を契機にアイルランドに赴き、母国のイングランドからの完全独立を目
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立したローマ共和国の統治期間中は秘密裏に文書を保管することになる。1810 年から 4 年間




限っている。Olivier Poncet, ‘The Cardinal-Protectors of the Crowns in the Roman Curia during the 
First Half of the Seventeenth Century: The case of France’, in Ibid., pp.165-6. バルベリーニ家は 1653
年に教皇庁と和解をし、フランチェスコ、アントニオともにローマに戻っている。 
74) Matteo Binasco, ‘La comunità irlandese a Roma, 1377-1870: Il case-study storiografico’, Studi 




































                                                          
















Via degli Ibernesi にある嘗てのアイリッシュ・カレッジ。
坂下はフォーリ・インペリアーリ 
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